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　わが国最初の書評雑誌。編集は櫻井鍬太郎、福
本日南、小林福蔵など。さらに高橋健三、陸羯南、
杉浦重剛らも協力し、当時の出版洪水にあって量
より質に正当な価値を見出そうとした。斬新な企
画にあふれ、今日の出版、マスコミ界にも大いな
る示唆を与えよう。� （’84・12 刊）
� 残僅少

出 版 月 評
第 1 号～40号　（明治20年 8 月～明治24年 8 月）

全 ６ 巻

月評社 刊　

復刻版

　台湾総督、海事法学者であった内田嘉吉［18６６
（慶応 2 ）年～1933（昭和 8 ）年］が収集した、
主に東亜交通関係のぼう大な古刊本の総目録で
ある。殊に中世末より15、６世紀にわたる古地誌・
航海誌はほぼ網羅されているといってよい。
（ハックルート協会叢書など）世界の稀覯書は枚
挙に尽きないが、『海陸旅行記』（全20冊、1747、
オランダ）、『フィリピン諸島誌』（６0巻、プレイ
ヤー、ロバートソン編）、『東西遍歴史』（メンデス・
ピント、1６６3年英訳版）、『シナ大帝国史』（メン
ドーサ、1588年版）、『シナ布教史』（トリゴール、
1６1６年）、などは文庫中の白眉。『シナ帝国史』
（デュアルド 4 冊、1735年版、中国在住の宣教師
通信をもとに編纂）は珍書の令名も高い。『極東
探検報告』（ 2 冊、18６0年）、『日本シナ暹羅景観』
（ハイネ、ベルグ・画集、18６4年）は同時代史研
究上の第一級品。このほかにも西洋人の見た日
本、日本関係の外国書を多く所蔵。和漢書3,80６冊、
洋書10,29６冊、計14,102冊。また、古地図に関し
ても、『新世界地図』（1６5６年、アムステルダム版）
をはじめ貴重なものが多い。本目録掲載の図書・
資料は、内田の没後、昭和 9 年 4 月に生地の東京
都駿河台図書館に寄託された。� （’98・5 刊）
� 残僅少

内田嘉吉文庫稀覯書集覽

　　　内田嘉吉記念事業実行委員 編〔昭和2 年〕品切

第 1 編　和漢図書目録
第 ２ 編　欧文図書目録（上）
第 ２ 編　欧文図書目録（下）
第 ３ 編　和漢洋書索引

「内 田 嘉 吉 文 庫」 目 録
復刻版

A5判・総1,420頁　計 4 冊

B5判・400頁

総 5 冊 ISBN 978-4-8447-3476-5� 本体価75,000円

ISBN 978-4-8447-0434-8
A5判・2,724頁� 本体価7３,000円
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　本書は、雑誌『廓清』（明治44年～昭和20年）
全35巻の総目次・索引として、第Ⅰ部＝総目次、
第Ⅱ部＝著者名索引により編成している。第Ⅱ部
では配列は50音順とした。ペンネーム、号、イニ
シャルを用いている著者名は、参考資料で調査
し、可能なかぎり本名のもとに統一し、不明の場
合にはペンネーム等をそのまま採用している。
� （’80・8 刊）

『廓 　 　 　 　 　 清』
総目次・索引

龍溪書舎編集部 編

　『農業経済研究』全35巻（大正14年 4 月～昭和
39年 5 月）の主要論文・調査・書評等を新漢字新か
な遣いで記載。あわせて総目次により執筆者索引
を記載する。� （’81・9 刊）『農 業 経 済 研 究』

総目次・索引

龍溪書舎編集部 編

　既刊「明治・大正編」は桜井義之氏の名著とし
て朝鮮研究者には必携の書であるが、平成 3 年逝
去された同氏の遺稿中に昭和編の草稿がかなり
発見され、今や忘れられようとする文献も含まれ
ていたために増補版を別冊として加え刊行する
こととした。

増 補  朝 鮮 研 究 文 献 誌
［明治・大正編、附 昭和編（遺稿）］

桜井義之 著

’79・10 初版�
’88・2   2 版（

（

　本書は、雑誌『青鞜』（明治44年～大正 5 年）
全52冊の総目次・索引として、第Ⅰ部＝総目次、
第Ⅱ部＝著者名、第Ⅲ部＝作品名索引により編成
している。第Ⅱ部、第Ⅲ部では配列は各々50音順
とし、著者名索引は、原則として慣用されている
氏名を筆頭に執り、その他の名前は（　）内に表
記し、同人である旨を示している。

『青 　 　 　 　 　 鞜』
総目次・索引

龍溪書舎編集部 編

’80・7 初版�
’81・7  2 版（

（

　本書は、雑誌『築地小劇場』（大正13年 ６ 月～
昭和 5 年 2 月）全６3冊の解説・総目次・索引として
第Ⅰ部＝解説、第Ⅱ部＝総目次、第Ⅲ部＝著者名
索引により編成している。第Ⅱ部では、原本で目
次と本文のタイトル・人名表記が異なる場合は、
本文中の表記をとっている。第Ⅲ部では、配列は
50音順とし、外国人名の50音順は名前を基準とし
ている。� （’80・9 刊）

『築 地 小 劇 場』
解説・総目次・索引

龍溪書舎編集部 編

　雑誌『女人藝術』（昭和 3 年 7 月～ 7 年 ６ 月）
全48冊について解説・総目次・著者名索引を記載
した。� （’81・5 刊）『女 人 芸 術』

解説・総目次・索引

龍溪書舎編集部 編

ISBN 978-4-8447-9349-6
A5判・総700頁� 本体価17,000円

ISBN 978-4-8447-0443-0
A5判・６2頁� 本体価800円

ISBN 978-4-8447-0444-7
A5判・17６頁� 本体価1,000円

ISBN 978-4-8447-0442-3�
A5判・６2頁� 本体価800円

ISBN 978-4-8447-0437-9
A5判・112頁� 本体価２,000円

ISBN 978-4-8447-0440-9
A5判・77頁� 本体価800円
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　本書は、ソ連邦の目録規則に依拠しつつ、
AACRやISBDを考慮しながら、もっぱらわが国
におけるロシア語図書目録作成の実務上の指針
を与えるものである。� （’81・10 刊）ロシア語図書目録法入門

宮島太郎 著

　雑誌『社会福利』（大正 ６ 年 4 月～昭和19年 ６
月）全225冊について解説・総目次・著者名索引を
記載した。� （’84・8 刊）『社 会 福 利』

解説・総目次・索引

龍溪書舎編集部 編

　日本における現代中国外交の研究成果を網羅
的に収録（収録文献約5,000点）。1949年から1980
年にいたる約30年間に邦文で公刊された中華人
民共和国の対外活動関係についての単行本・論文
が収められている。とくに論文には、いわゆる「時
評論」、総合誌に掲載される関連論文を含み、ま
た、関係史料集や邦訳史料も若干収録した。末尾
に著者索引を付す。� （’82・5 刊）
� 残僅少

現代中国外交研究文献目録
（1949─1980）
BIBLIOGRAPHY�OF�STUDIES�ON�CONTEMPORARY�
CHINA'S�FOREIGN�POLICY�IN�JAPAN

喜田昭次郎 著

　満鉄社員会発行、雑誌『協和』全300号の各号
目次・頁を収録。� （’83・9 刊）
� 残僅少『協 和』

総目次

龍溪書舎編集部 編

　戦前系統農会の中央機関誌「帝国農会報」に収
録されているほとんどすべての記事を検索し得
るよう整理分類する。� （’8６・7 刊）
� 残僅少『帝 国 農 会 報』

記事索引目録

武田 勉 編

　蘭学資料研究会刊行の『蘭学資料研究』第 1 号
～31６号迄を全24巻にまとめて復刻。これに対応
して解題・総目次・索引（人名・書名・事項）を記載
した。解題は杉本勲、石山洋、向井晃、片桐一男、
藪内清、総目次・索引は朝倉治彦による軌筆。

『蘭 学 資 料 研 究』 附巻
解題・総目次・索引篇

龍溪書舎編集部 編

’8６・６  初版�
’87・10  2 版（

（
ISBN 978-4-8447-0428-7
B5判・15６頁� 本体価1２,000円

ISBN 978-4-8447-0430-0
A5判・254頁� 本体価３,500円

ISBN 978-4-8447-0439-3
B5判・100頁� 本体価1,500円

ISBN 978-4-8447-0436-2
A5判・130頁� 本体価３,000円

ISBN 978-4-8447-0429-4
B5判・130頁� 本体価8,000円

ISBN 978-4-8447-0352-5
A5判・188頁� 本体価8,000円
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　復刻版『海軍省日誌』全 4 巻（明治 9 年～15年）
から人名・事項別の索引を記載。� （’89・11 刊）

『海 軍 省 日 誌』
索引

龍溪書舎編集部 編

監修 市古宙三／塚瀬 進 編

近代日中関係史研究論文目録
（194６～1989）

　戦後の近代日中関係史研究は多くの優れた成
果を生み出し、その内容もますます深化して来
た。しかしその進展と共にいくつかの研究潮流が
形成され、それぞれの側での研究が志向されつつ
ある。特に「近代日本史側」と「近代中国史側」
との相互理解が不十分となって来たが、原因の一
つには文献目録の欠如があげられる。本書は以上
の問題認識に立ち、企画された。 （�’90・8  初版

’91・12  2 版）

　『風俗画報』本誌が他社において復刻刊行され
たことは周知のことであるが、本書は、その一半
を成す“総目次”である。創刊号～478号、およ
び“新撰東京名所図会”第54編～第６4編、“大日
本名所図会”第６5号～第92号のすべてを細目とし
て収載したものである。なお巻頭には槌田満文氏
による詳細な解説を付した。� （’87・11 2版）
� 残僅少

『風 俗 画 報』
目次総覧

朝倉治彦 編／解説 槌田満文　

明治後期教育雑誌にみられる
中国・韓国教育文化関係記事目録

近代アジア教育史研究会（代表 阿部 洋） 編　

　本文献目録は、昭和17年～20年の終戦にいたる
インドネシア日本占領期を対象にした、世界最初
の総合的文献目録である。10年以上にわたって広
範な蒐集活動を行った結果、邦文図書、外国語図
書、邦文雑誌論文、戦友会会誌記事、陸・海軍公
文書、日記など約2,000タイトルを精選し、全て
の文献に英訳とヘボン式ローマ字を付して 8 章
に分けて収録した。国内外のインドネシア日本占
領期に関する研究には、多様な視点と評価があ
り、本文献は研究の一層の進展を願って編集され
た。� （’9６・12 刊）

インドネシア日本占領期文献目録

インドネシア日本占領期史料フォーラム 編
【責任編集 高橋宗生、秋野晃司、後藤乾一】

南方軍政関係史料㉛

ISBN 978-4-8447-8454-8
B5判・38６頁� 本体価1２,000円

ISBN 978-4-8447-8330-5
A5判・280頁 本体価4,500円

ISBN 978-4-8447-0435-5
B5判・472頁� 本体価２３,000円

ISBN 978-4-8447-8313-8
B5判・118頁� 本体価３,000円

ISBN 978-4-8447-0330-3
A5判・44頁� 本体価1,000円

　「教育時論」「教育界」など、明治期の教育雑誌
類に収録されている数多くの関係記事・論説を分
類整理し、日清戦争を機に中国や韓国への関心を
急速に深めて行った日本教育界の動向や、両国の
教育近代化過程に関する貴重な資料を提供する。

’89・3  初版�
’92・10  2 版（

（

残僅少
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編集 川合隆男　

執筆者約２,２00名／収録記事数約18,000
収録雑誌３２誌（明治 7 年～昭和25年）

近代日本社会学関係雑誌記事目録
附・執筆者別索引

　本書は『明六雑誌』（1874－75年）から、戦後
日本社会学が再出発し『社会学評論』が新たに刊
行（1950年 7 月）される以前までの、32点の主な
社会学関係雑誌の記事目録を収録したものである。
　明治初年以降の数多くの社会学関係雑誌記事
目録を個別の雑誌の個々の記事目録にとどめず、
同一の書誌に編纂した点で画期的である。
　本書には近代日本が歩み出す中で、人間学、交
際学、世態学、社会学等が渦巻き、学問運動とし
ての社会学、社会学界、社会学会の草創、形成、
変転する様が刻み込まれている。� （ʼ97・４ 刊）

収 録 雑 誌 名 一 覧
『明六雑誌』
『社会雑誌』
『社会』
『社会学雑誌』（社会学研究会）
『丁酉倫理会講演集』
『丁酉倫理会倫理講演集』
『日本社会学院年報』
『社会学研究』（日本社会学院）
『日本社会学研究所論集』
『社会及国体研究録』
『社会学雑誌』（日本社会学会）

『季刊社会学』（日本社会学会）
『（年報）社会学』（日本社会学会）
『社会学研究（年報）』（日本社会学会）
『社会学研究』（日本社会学会）
『文化社会学叢書』
『社会学』
『唯物論研究』
『学芸』
『東京社会科学研究所年報』
『社会哲学社会科学評論』
『社会学評論』

『社会学研究』（東京社会学研究会）
『季刊社会学』（東京社会科学研究所）
『家族と村落』
『社会学徒』
『大原社会問題研究所雑誌』
『月刊大原社会問題研究所雑誌』
『社会科学』
『社会圏』
『季刊社会科学評論』
『東亜社会研究』

　日本植民地教育政策史料集成（朝鮮篇）の収録
資料全 9 篇約300点について利用者の便を計るべ
く、「総目録」、「解題」、「書名索引」をまとめた
もの。� （’91・7 刊）『日本植民地教育政策史料集成（朝鮮篇）』

総目録・解題・索引

阿部 洋 編

　日清・日露戦争以後、日本の各種教育雑誌には
中国・韓国・台湾等の教育文化に関する論説・記事
が盛んに掲載されるようになる。これ等を通して
アジア諸国の教育文化の具体的状況を把握し、近
代日本におけるアジア教育認識の形成過程を知る
ことができる。既刊の「明治後期教育雑誌にみら
れる中国・韓国教育文化関係記事目録」（1989年）
を一層充実し、新たに「台湾の部」を加え、「資
料篇」の姉妹篇として発展的に内容を一新。
� （’95・7 刊）

近代日本のアジア教育認識・目録篇
─明治後期教育雑誌所収中国・韓国・台湾関係記事─

近代アジア教育史研究会（代表 阿部 洋） 編

　大阪図書出版業組合事務所に江戸時代中期か
ら唯一保存されていた古記録、開板御願書扣、裁
配帳、差定帳（京都・江戸の記録は全く亡失）に
拠って作成された出版書籍目録。書誌学上重要文
献。
　書名索引、著者索引、絶版書目の 3 種を加え、
さらに組合沿革の概略を記載している。当時の文
化事情が反映されていて興味つきない。

　 大 阪 出 版 書 籍 目 録享保
以後

大阪図書出版業組合（昭和11年 5月） 編刊

’98・5 初版�
’02・9  2 版（

（

復刻版

ISBN 978-4-8447-8452-4
B5判・６80頁� 本体価50,000円

ISBN 978-4-8447-8341-1
A5判・200頁� 本体価5,000円

ISBN 978-4-8447-8383-1
B5判・200頁� 本体価9,000円

ISBN 978-4-8447-6477-9
A5判・500頁� 本体価15,000円
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　復刻版『大亜細亜主義』全2６巻の解説と収録し
た原本108号分の目次集を合せて利用の便宜を計
り別冊として作成。� （’08・9 刊）『大 亜 細 亜 主 義』

解説総目録篇

後藤乾一、松浦正孝 共編

　本誌の内容だけでなく、発行母体だった比律賓
協会の概要も合わせて詳細に紹介する。
� （’03・5 刊）『比 津 賓 情 報』

―解説・総目録・索引（人名・地名国名・事項）篇―

早瀬晋三 編

　「領事報告」と呼ばれる通商経済情報は、政治
的外交的情報とは区別され、民間業者の要望に応
えるため、定期的に編集・刊行された。その内容
は、当該地の消費者のニーズを知るための単なる
通商経済情報に留まらず、風俗・習慣・流行に至る
まで幅広く、詳細にわたっており、日本と当該地
の関係史を研究する者にとって、欠くべからざる
史料である。今日のグローバル化のなかで、日本
史やフィリピン史研究者だけでなく、さまざまな
地域・分野の人の利用を期待したい。� （’03・5 刊）

南方軍政関係史料㉘

「領事報告」掲載フィリピン関係記事目録
1881─1943年

付録 1 ．「通商月報」・「通商彙報」・「南方院時報」（大阪発行）
付録 ２ ．「日本外交文書」・「外務省外交史料館文書」（戦前・戦中）

早瀬晋三 編

　マラヤ・シンガポールの日本軍政期に関連する
三千余のタイトルを、各分野の研究者が編纂した
初の文献目録。日本の防衛研・徳川資料、日記、
現地や英・米・豪の公文書や研究書等、日・英・馬・
華語の史・資料を所収。� （’08・1 刊）

マラヤ日本占領期史料フォーラム（代表�明石陽至） 編

マラヤ日本占領期文献目録
（1941-45年）
付 戦前期日本マラヤ関係文献目録

　前大戦時、日本軍の事実上支配下におかれたポ
ルトガル植民地―東ティモールの文献調査の成
果を網羅する。
　日本語を主とする各国語の関係文献（著作・論
文・戦友会誌・新聞記事・地図等）、ポルトガル・
オーストラリア・オランダ・イギリス・日本等の公
文書館所蔵の一次史料の目録の集成である。すべ
ての項目に英訳を付す。� （’08・7 刊）

第 二 次 世 界 大 戦 期
東 テ ィ モ ー ル 文 献 目 録

東ティモール日本占領期史料フォーラム（代表 後藤乾一） 編

南方軍政関係史料㊶

南方軍政関係史料㉗

ISBN 978-4-8447-0022-7
B5判・322頁� 本体価11,000円

ISBN�978-4-8447-0021-0
B5判・328頁� 本体価15,000円

ISBN 978-4-8447-0491-1
A5判・310頁� 本体価15,000円

ISBN 978-4-8447-5449-7
A5判・300頁� 本体価8,000円

ISBN 978-4-8447-5450-3
B5判・300頁� 本体価1２,000円

⑪-6



11．書誌［総目次・索引含む］・年鑑・目録

　ひとつの研究には教育・研究工具、資料集、一
般書、専門書が揃ってこそ発展がある。本書は近
現代日本─フィリピン関係史研究のための工具
として編集された。解説・目録・索引より成る。
　目録のうち、「戦前・戦中」では単行本を基本
に雑誌に掲載されたものも加え、総約1,000点余
のうち ６ 割を編者は現物確認している。
　「戦記もの」では図書館に登録され、インター
ネットで検索できるもののうち同じく現物確認
を行った1,300余点を基本としている。�（’09・12 刊）

南方軍政関係史料㊵

フィリピン関係文献目録
─戦前・戦中、「戦記もの」─

早瀬晋三 編

　復刻版『亜細亜公論・大東公論』全 3 巻の解題
と収録した原本10号分の目次集を合せ、利用の便
宜を計り別冊として作成。� （’09・1 刊）
� 残僅少『亜細亜公論・大東公論』

解題総目次篇

後藤乾一、紀 旭峰、羅 京洙 共編

　第 1 期第 1 巻から第15期第8６5巻に収録された
資料の、総目録および書名索引を記載。
� （’12・６ 刊）『明治後期産業発達史資料（Ⅰ～ⅩⅤ期）』

総目録・書名索引

龍溪書舎編集部 編

　復刻版『南方開発金庫調査資料』全17巻の解題
と収録した原本の目次集を合せ、利用の便宜を計
り別冊として作成。� （’15・7 刊）『南方開発金庫調査資料』 附 巻

解説・総目次・索引

早瀬晋三 編

ISBN 978-4-8447-0493-5
A5判・124頁� 本体価３,000円

ISBN 978-4-8447-0005-0
B5判・4６3頁� 本体価２0,000円

ISBN 978-4-8447-0316-7
A5判・200頁� 本体価10,000円

ISBN 978-4-8447-0307-5
A5判� 本体価1,100円

⑪-7

　日本植民地教育政策史料集成（台湾篇）全12
集の収録資料について利用者の便を図るべく、
「総目録」「解題」「書名索引」をまとめたもの。
� （’18・3 刊）

阿部 洋 編

『日本植民地教育政策史料集成（台湾篇）』
総目録・解題・索引� 全 2 巻
ISBN 978-4-8447-0159-0
A5判・1,000頁� 本体価２0,000円


